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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両用投光器であって、
－　少なくとも１つの光源（３０２）と、
－　少なくとも１つの投射光学系（３０４）と、
－　前面部に光学作用面（１１）を有し且つ前記前面部とは反対側の背面部に熱作用面（
１２）と電気接触部（１３）を有する電子構成部品（１）とを含み、
　前記光源（３０２）は、前記光学作用面（１１）へ指向されてそこで少なくとも１つの
前記投射光学系（３０４）の方向へ反射され且つ車両前方に光像を生成する光線を発生さ
せるように構成されている形式の車両用投光器であり、
　更に、ハウジングシェル（１２０、２２０）とハウジングカバー（１５０、２５０）か
ら構成されている構成部品ハウジング（１１０、２１０）と、第１回路基板（１３０、２
３０）と、少なくとも１つの第１間隔保持器（１６０、２６０）とを含み、前記構成部品
ハウジング（１１０、２１０）は、少なくとも部分的に前記電子構成部品（１）を受容し
、
－　前記ハウジングシェル（１２０、２２０）は、前記電子構成部品（１）のための取付
ポジション、並びに前記電子構成部品（１）が配設されて前記電子構成部品（１）の前記
光学作用面（１１）に対するアクセスが可能である、前記取付ポジションの領域に設けら
れた構成部品開口部（１２１、２２１）を含み、
－　前記電子構成部品（１）は、その電気接触部（１３）を介して前記第１回路基板（１



(2) JP 6591086 B2 2019.10.16

10

20

30

40

50

３０、２３０）と接続可能であり、
－　前記ハウジングシェル（１２０、２２０）は、前記ハウジングカバー（１５０、２５
０）を用いて閉鎖可能であり、
－　少なくとも１つの前記第１間隔保持器（１６０、２６０）は、対応の載置ポイント（
１６１、２６２）と前記ハウジングカバー（１５０、２５０）の間に配設されており、前
記載置ポイント（１６１、２６２）は、前記第１回路基板（１３０、２３０）上に位置す
るか、又は前記第１回路基板（１３０、２３０）上並びに前記電子構成部品（１）の前記
熱作用面（１２）上に配設されている冷却体（２４０）上に位置し、
　前記ハウジングカバー（１５０、２５０）と前記ハウジングシェル（１２０、２２０）
の間の結合を確立するために少なくとも１つの結合要素（１７０、２７０）が設けられて
おり、前記結合要素（１７０、２７０）は、前記第１回路基板（１３０、２３０）に対し
て横方向に延在するように配設された所定の軸線に沿って取り付け可能であること
　を特徴とする車両用投光器。
【請求項２】
　前記第１回路基板（１３０、２３０）は、冷却体開口部（１３１、２３１）を含み、前
記冷却体開口部（１３１、２３１）を通って前記電子構成部品（１）の前記熱作用面（１
２）に対するアクセスが可能であること
　を特徴とする、請求項１に記載の車両用投光器。
【請求項３】
　少なくとも前記第１間隔保持器（１６０、２６０）は、弾性的に構成されており、実質
的に中空円筒形の形状部を有し、前記結合要素（１７０、２７０）は、該中空円筒形の形
状部を通って延在し、前記結合要素（１７０、２７０）の軸線は、前記第１間隔保持器（
１６０、２６０）の軸線と一致すること
　を特徴とする、請求項１又は２に記載の車両用投光器。
【請求項４】
　前記第１回路基板（１３０、２３０）と前記ハウジングカバー（１５０、２５０）の間
に、少なくとも１つの第２回路基板（１３２、２３２）、並びに少なくとも１つのアダプ
タ（１３３、２３３）が配設されており、前記アダプタ（１３３、２３３）は、可撓性の
回路基板を含み、前記第１回路基板（１３０、２３０）と前記第２回路基盤（１３２、２
３２）を接続すること
　を特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の車両用投光器。
【請求項５】
　前記第１回路基板（１３０、２３０）と前記電子構成部品（１）の間に取付台部（１５
）が配設されており、それにより前記電子構成部品（１）の前記電気接触部（１３）は、
前記第１回路基板（１３０、２３０）と接続されていること
　を特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の車両用投光器。
【請求項６】
　少なくとも１つの第２間隔保持器（１５１、２５１）が前記ハウジングカバー（１５０
、２５０）と前記第１間隔保持器（１６０、２６０）の間に挿入されており、前記第２間
隔保持器（１５１、２５１）は、前記ハウジングカバー（１５０、２５０）と共に共通の
構成部品を構成し、実質的に中空円筒形の形状部を有し、前記結合要素（１７０、２７０
）は、該中空円筒形の形状部を通って延在し、前記結合要素（１７０、２７０）の軸線は
、前記第２間隔保持器（１５１、２５１）の軸線と一致すること
　を特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載の車両用投光器。
【請求項７】
　少なくとも１つの第３間隔保持器が前記ハウジングシェル（１２０、２２０）と前記第
１回路基板（１３０、２３０）の間に配設されており、前記第３間隔保持器は、前記ハウ
ジングシェル（１２０、２２０）と共に共通の構成部品を構成し、実質的に中空円筒形の
形状部を有し、前記結合要素（１７０、２７０）は、該中空円筒形の形状部を通って延在
し、前記結合要素（１７０、２７０）の軸線は、前記第３間隔保持器の軸線と一致するこ
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と
　を特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載の車両用投光器。
【請求項８】
　少なくとも１つの第４間隔保持器（２２５）が前記冷却体（２４０）と前記第１回路基
板（１３０、２３０）の間に配設されており、前記第４間隔保持器（２２５）は、弾性的
に構成されており、実質的に中空円筒形の形状部を有し、前記結合要素（１７０、２７０
）は、該中空円筒形の形状部を通って延在し、前記結合要素（１７０、２７０）の軸線は
、前記第４間隔保持器（２２５）の軸線と一致すること
　を特徴とする、請求項１～７のいずれか一項に記載の車両用投光器。
【請求項９】
　少なくとも１つの第５間隔保持器（１５２、２５２）が第２間隔保持器（１５１、２５
１）と前記ハウジングシェル（１２０、２２０）の間に配設されており、前記第１間隔保
持器（１６０、２６０）は、前記第５間隔保持器（１５２、２５２）の外面部上に配設さ
れており、前記第５間隔保持器（１５２、２５２）は、前記ハウジングカバー（１５０、
２５０）と共に共通の構成部品を構成し、実質的に中空円筒形の形状部を有し、前記結合
要素（１７０、２７０）は、該中空円筒形の形状部を通って延在し、前記結合要素（１７
０、２７０）の軸線は、前記第５間隔保持器（１５２、２５２）の軸線と一致すること
　を特徴とする、請求項６～８のいずれか一項に記載の車両用投光器。
【請求項１０】
　少なくとも１つの第６間隔保持器（２５３）が前記ハウジングカバー（１５０、２５０
）と第２回路基板（１３２、２３２）の間に配設されており、前記第６間隔保持器（２５
３）は、前記ハウジングカバー（１５０、２５０）と共に共通の構成部品を構成し、実質
的に中空円筒形の形状部を有し、前記結合要素（１７０、２７０）は、該中空円筒形の形
状部を通って延在し、前記結合要素（１７０、２７０）の軸線は、前記第６間隔保持器（
２５３）の軸線と一致すること
　を特徴とする、請求項４～９のいずれか一項に記載の車両用投光器。
【請求項１１】
　少なくとも１つの結合要素（１７０、２７０）は、ネジ、差込接続部、又は接着接続部
であること
　を特徴とする、請求項１～１０のいずれか一項に記載の車両用投光器。
【請求項１２】
　前記冷却体（２４０）は、入口部（２４２）と出口部（２４３）を有する冷却ダクト（
２４１）へ装着されており、冷却媒体により通流可能であり、前記ハウジングシェル（２
２０）、入口開口部（２２３）と出口開口部（２２４）を有し、前記入口開口部（２２３
）には、前記冷却ダクト（２４１）の前記入口部（２４２）が配設され、前記出口開口部
（２２４）には、前記冷却ダクト（２４１）の前記出口部（２４３）が配設されているこ
と
　を特徴とする、請求項１～１１のいずれか一項に記載の車両用投光器。
【請求項１３】
　前記ハウジングシェル（１２０、２２０）の外面部上の取付領域には、少なくとも１つ
の間隔ブラケット（１２２、２２２）が含まれており、前記間隔ブラケット（１２２、２
２２）は、前記構成部材開口部（１２１、２２１）内へ取り付けられた前記電子構成部品
（１）の前記光学作用面（１１）に対するアクセスを可能とすること
　を特徴とする、請求項１～１２のいずれか一項に記載の車両用投光器。
【請求項１４】
　前記電子構成部品（１）は、アナログ式又はデジタル式のマイクロミラーアレイである
こと
　を特徴とする、請求項１～１３のいずれか一項に記載の車両用投光器。
【請求項１５】
　更にホルダ（２）が含まれており、前記ホルダ（２）は、少なくとも前記結合要素（１
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７０、２７０）により前記ハウジングシェル（１２０、２２０）と結合可能であること
　を特徴とする、請求項１～１４のいずれか一項に記載の車両用投光器。
【請求項１６】
　前記ハウジングシェル（１２０、２２０）は、間隔ブラケット（１２２、２２２）が前
記ホルダ（２）の穴部（２３）を介して露出するように前記ホルダ（２）と結合されてい
ること
　を特徴とする、請求項１５に記載の車両用投光器。
【請求項１７】
　前記電子構成部品（１）は、少なくとも１つの調節開口部（１４）を有し、前記ホルダ
（２）は、前記電子構成部品（１）の前記調節開口部（１４）との配向のために少なくと
も１つの調節ピン（２２）を有すること
　を特徴とする、請求項１５又は１６に記載の車両用投光器。
【請求項１８】
　前記ホルダ（２）は、ホルダ開口部（２１）を含み、前記ホルダ開口部（２１）を通っ
て前記電子構成部品（１）の前記光学作用面（１１）に対するアクセスが可能であること
　を特徴とする、請求項１５～１７のいずれか一項に記載の車両用投光器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両用投光器（ないし前照灯）に関し、該車両用投光器は、少なくとも１つ
の光源と、少なくとも１つの投射光学系と、前面部に光学作用面を有し且つ前面部とは反
対側の背面部に熱作用面と電気接触部を有する電子構成部品とを含み、この際、光源は、
光学作用面へ指向されてそこで少なくとも１つの投射光学系の方向へ反射され且つ車両前
方に光像を生成する光線を発生させるように構成されている。
【背景技術】
【０００２】
　現在の投光器システムの開発においては、迅速に変更可能であり且つその都度の交通条
件、道路条件、光条件に適合可能なできるだけ高分解能の光像を走行路上へ投射しようと
いう要望が益々重要になっている。ここで「走行路」との概念は、単純化された表現とし
て使われ、それは、光像が実際に車道上にあるか又は車道をも越えているかは、勿論、場
所の実情に左右されるためである。原則的に光像は、自動車照明技術に関する関連規格に
応じた垂直面上への投射に基づいて説明される。
【０００３】
　上記の要求に応じるために、とりわけ、複数のマイクロミラーから可変に駆動制御可能
なリフレクタ面が構成されており、光源により発生される放出光が投光器の放射方向へ反
射されるという投光器が開発された。この種の照射装置は、車両構造において、その極め
てフレキシブルな配光に関して有利であり、それは、様々な照射領域のために照度を固有
に調整することが可能であり、例えば、ロービーム配光、コーナリングライト配光、市街
地ライト配光、高速道路配光、カーブライト配光、ハイビーム配光、又は眩惑のないハイ
ビームの結像のような任意の配光を実現することが可能なためである。
【０００４】
　マイクロミラー装置のためには、所謂デジタル・ライト・プロセッシング（ＤＬＰ（登
録商標））投射技術が使用され、このＤＬＰ投射技術では、デジタル画像が光線に対して
変調されることにより画像が発生される。この際、光線は、ピクセルとも称される可動の
複数のマイクロミラーの矩形状の配設構成により部分領域に分解され、引き続き、ピクセ
ルごとに投射経路内へ向かうように又は投射経路から外れるように反射される。
【０００５】
　この技術の基礎は、複数のミラーの行列（マトリクス）の形式の矩形状の配設構成とそ
の駆動制御技術を含み且つ「デジタル・マイクロミラー・デバイス（ＤＭＤ）」と称され
る構成部品を構成する。
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【０００６】
　ＤＭＤマイクロシステムとは、面光変調器（空間光変調器：ＳＬＭ（Spatial Light Mo
dulator））であり、面光変調器は、行列状に配設された複数のマイクロミラーアクチュ
エータから構成され、即ち例えばほぼ１６μｍのエッジ長を有する傾動可能な複数のミラ
ー面から構成される。それらのミラー面は、静電界の作用により可動であるように構成さ
れている。各マイクロミラーは、角度（傾動角度）について個々に位置調節可能であり、
通常は、１秒間に５０００回に至るまで切替可能な２つの安定した終端状態を有する。ミ
ラーの数は、投射される画像の分解能に対応し、この際、１つのミラーは、１つ又は複数
のピクセルを表すことができる。近年では、メガピクセル範囲の高分解能を有するＤＭＤ
チップが入手可能である。位置調節可能な個別ミラーの基礎を成す技術は、マイクロ・エ
レクトロ・メカニカル・システム（ＭＥＭＳ）技術（微小電気機械システム技術）である
。
【０００７】
　ＤＭＤ技術が２つの安定したミラー状態を有し、所定の変調によりこれらの両方の安定
した状態の間で反射率が調節可能であるのに対し、「アナログ・マイクロミラー・デバイ
ス（ＡＭＤ）」技術は、個別ミラーが可変のミラーポジションに調節可能でありそこでそ
れぞれが安定した状態にあるという特性を有する。
【０００８】
　典型的なマイクロミラー構成部品（マイクロミラーデバイス）は、ハウジングを含み、
その前面部には、光学窓の背後に複数のミラーの行列（マトリクス）が配設されている。
そのようなマイクロミラー構成部品の光学作用面は、構成部品の能動的なミラー面として
理解され、つまり全ての個々のマイクロミラーにより構成されている全体面である。ハウ
ジングの背面部には、通常、電気接触部が、冷却装置の接続のために設けられている中央
に位置する面部の周りに配設されている。そのようなマイクロミラー構成部品の熱作用面
は、冷却体の取り付けのために設けられている構成部品の背面部上の面部として理解され
る。
【０００９】
　多くの場合、マイクロミラー構成部品は、所謂ＣＬＧＡ（”Ceramic Land Grid Array
”）モジュール内、即ち集積回路のための接続システム内に取り付けられる。ＬＧＡシス
テムにおいて、集積回路の接続部は、集積回路の下面部において、接触面（”land”）の
碁盤目状の領域（”grid array”）の形式で構成されている。ＬＧＡプロセッサは、通常
、弾性的に構成された接触部を含んだソケット（台部）上にセットされ、このことは、接
触部の機械的な応力が少ないという結果をもたらす。ＣＬＧＡのセラミック体は、特に高
い作動温度のために設計されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】WO 2015/122481 A1
【特許文献２】US 2015/234177 A1
【特許文献３】US 2002/109903 A1
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　個々のコンポーネントの組み立て中に発生しうる機械的な負荷力の他に、車両の停止状
態、又は車両の走行中には、車両内の全てのコンポーネントへ作用する、振動や、走行状
況により引張力又は圧縮力のような機械的な負荷力が発生する可能性がある。それにより
一方では、機械的な負荷力がコンポーネントの機能ないしそれらの互いの配設構成に影響
を及ぼさないようにコンポーネントを構成すべきという要求がある。また他方では、コン
ポーネントは、安定性と寿命に関し、例えば、コンポーネント間での隣接した異なる材料
の異なる材料膨張、ないしコンポーネント内部での隣接した異なる材料の異なる材料膨張
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に基づく、高い温度差により生じる機械的な負荷力により、損傷されてはならない。
【００１２】
　本発明の課題は、使用されている電子構成部品による車両用投光器（ないし前照灯）の
光学的な基本機能を支援し、並びにその電子構成部品の安定した機械的な固定も、光学的
なシステム部分の接続、電気的なシステム部分の接続、及び熱的なシステム部分の接続も
可能とする、車両用投光器内の電子構成部品のための構成部品ハウジングを創作すること
にある。この際、機械的な負荷力がそれらの接続部へ作用してはいけないことが考慮され
ることが望まれる。同時にコンポーネントの簡単な整備が可能とされることが望まれた。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記課題は、冒頭に記載した形式の車両用投光器において、以下の車両用投光器を用い
て解決される。
　即ち車両用投光器は、ハウジングシェルとハウジングカバーから構成されている構成部
品ハウジングと、第１回路基板と、少なくとも１つの第１間隔保持器とを含み、構成部品
ハウジングは、少なくとも部分的に電子構成部品を受容し、この際、
－　ハウジングシェルは、電子構成部品のための取付ポジション、並びに電子構成部品が
配設されて電子構成部品の光学作用面に対するアクセスが可能である、前記取付ポジショ
ンの領域に設けられた構成部品開口部を含み、
－　電子構成部品は、その電気接触部を介して第１回路基板と接続可能であり、
－　ハウジングシェルは、ハウジングカバーを用いて閉鎖可能であり、
－　少なくとも１つの第１間隔保持器は、対応の載置ポイントとハウジングカバーの間に
配設されており、この際、載置ポイントは、第１回路基板上に位置するか、又は第１回路
基板上並びに電子構成部品の熱作用面上に配設されている冷却体上に位置する。
　更にハウジングカバーとハウジングシェルの間の結合を確立するために少なくとも１つ
の結合要素が設けられている。該結合要素は、好ましくは、回路基板に対して横方向（左
右方向）に延在するように配設された所定の軸線に沿って取り付けることが可能である。
　即ち本発明の一視点により、車両用投光器であって、
－　少なくとも１つの光源と、
－　少なくとも１つの投射光学系と、
－　前面部に光学作用面を有し且つ前記前面部とは反対側の背面部に熱作用面と電気接触
部を有する電子構成部品とを含み、
　前記光源は、前記光学作用面へ指向されてそこで少なくとも１つの前記投射光学系の方
向へ反射され且つ車両前方に光像を生成する光線を発生させるように構成されている形式
の車両用投光器であり、
　更に、ハウジングシェルとハウジングカバーから構成されている構成部品ハウジングと
、第１回路基板と、少なくとも１つの第１間隔保持器とを含み、前記構成部品ハウジング
は、少なくとも部分的に前記電子構成部品を受容し、
－　前記ハウジングシェルは、前記電子構成部品のための取付ポジション、並びに前記電
子構成部品が配設されて前記電子構成部品の前記光学作用面に対するアクセスが可能であ
る、前記取付ポジションの領域に設けられた構成部品開口部を含み、
－　前記電子構成部品は、その電気接触部を介して前記第１回路基板と接続可能であり、
－　前記ハウジングシェルは、前記ハウジングカバーを用いて閉鎖可能であり、
－　少なくとも１つの前記第１間隔保持器は、対応の載置ポイントと前記ハウジングカバ
ーの間に配設されており、前記載置ポイントは、前記第１回路基板上に位置するか、又は
前記第１回路基板上並びに前記電子構成部品の前記熱作用面上に配設されている冷却体上
に位置し、
　前記ハウジングカバーと前記ハウジングシェルの間の結合を確立するために少なくとも
１つの結合要素が設けられており、前記結合要素は、好ましくは、前記第１回路基板に対
して横方向に延在するように配設された所定の軸線に沿って取り付け可能であることを特
徴とする車両用投光器が提供される。
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　尚、本願の特許請求の範囲に付記されている図面参照符号は、専ら本発明の理解の容易
化のためのものであり、図示の形態への限定を意図するものではないことを付言する。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明において、以下の形態が可能である。
（形態１）前記一視点のとおりの車両用投光器（ないし前照灯）。
（形態２）前記第１回路基板は、冷却体開口部を含み、前記冷却体開口部を通って前記電
子構成部品の前記熱作用面に対するアクセスが可能であることが好ましい。
（形態３）少なくとも前記第１間隔保持器は、弾性的に構成されており、好ましくは、実
質的に中空円筒形の形状部を有し、前記結合要素は、好ましくは、該中空円筒形の形状部
を通って延在し、好ましくは、前記結合要素の軸線は、前記第１間隔保持器の軸線と一致
することが好ましい。
（形態４）前記第１回路基板と前記ハウジングカバーの間に、少なくとも１つの第２回路
基板、並びに少なくとも１つのアダプタが配設されており、前記アダプタは、好ましくは
、可撓性の回路基板を含み、前記回路基板を接続することが好ましい。
（形態５）前記第１回路基板と前記電子構成部品の間に取付台部が配設されており、それ
により前記電子構成部品の前記電気接触部は、前記第１回路基板と接続されていることが
好ましい。
（形態６）少なくとも１つの第２間隔保持器が前記ハウジングカバーと前記第１間隔保持
器の間に挿入されており、前記第２間隔保持器は、好ましくは、前記ハウジングカバーと
共に共通の構成部品を構成し、好ましくは、実質的に中空円筒形の形状部を有し、前記結
合要素は、好ましくは、該中空円筒形の形状部を通って延在し、好ましくは、前記結合要
素の軸線は、前記第２間隔保持器の軸線と一致することが好ましい。
（形態７）少なくとも１つの第３間隔保持器が前記ハウジングシェルと前記第１回路基板
の間に配設されており、前記第３間隔保持器は、好ましくは、前記ハウジングシェルと共
に共通の構成部品を構成し、好ましくは、実質的に中空円筒形の形状部を有し、前記結合
要素は、好ましくは、該中空円筒形の形状部を通って延在し、好ましくは、前記結合要素
の軸線は、前記第３間隔保持器の軸線と一致することが好ましい。
（形態８）少なくとも１つの第４間隔保持器が前記冷却体と前記第１回路基板の間に配設
されており、前記第４間隔保持器は、好ましくは、弾性的に構成されており、好ましくは
、実質的に中空円筒形の形状部を有し、前記結合要素は、好ましくは、該中空円筒形の形
状部を通って延在し、好ましくは、前記結合要素の軸線は、前記第４間隔保持器の軸線と
一致することが好ましい。
（形態９）少なくとも１つの第５間隔保持器が第２間隔保持器と前記ハウジングシェルの
間に配設されており、前記第１間隔保持器は、好ましくは、前記第５間隔保持器の外面部
上に配設されており、前記第５間隔保持器は、好ましくは、前記ハウジングカバーと共に
共通の構成部品を構成し、好ましくは、実質的に中空円筒形の形状部を有し、前記結合要
素は、好ましくは、該中空円筒形の形状部を通って延在し、好ましくは、前記結合要素の
軸線は、前記第５間隔保持器の軸線と一致することが好ましい。
（形態１０）少なくとも１つの第６間隔保持器が前記ハウジングカバーと第２回路基板の
間に配設されており、前記第６間隔保持器は、好ましくは、前記ハウジングカバーと共に
共通の構成部品を構成し、好ましくは、実質的に中空円筒形の形状部を有し、前記結合要
素は、好ましくは、該中空円筒形の形状部を通って延在し、好ましくは、前記結合要素の
軸線は、前記第６間隔保持器の軸線と一致することが好ましい。
（形態１１）少なくとも１つの結合要素は、ネジ、差込接続部、又は接着接続部であり、
該結合要素は、好ましくは、実質的に円柱形ないし円筒形であることが好ましい。
（形態１２）前記冷却体は、入口部と出口部を有する冷却ダクトへ装着されており、冷却
媒体により通流可能であり、前記ハウジングシェル、好ましくは入口開口部と出口開口部
を有し、前記入口開口部には、前記冷却ダクトの前記入口部が配設され、前記出口開口部
には、前記冷却ダクトの前記出口部が配設されていることが好ましい。



(8) JP 6591086 B2 2019.10.16

10

20

30

40

50

（形態１３）前記ハウジングシェルの外面部上の取付領域には、少なくとも１つの間隔ブ
ラケットが含まれており、前記間隔ブラケットは、前記構成部材開口部内へ取り付けられ
た前記電子構成部品の前記光学作用面に対するアクセスを可能とすることが好ましい。
（形態１４）前記電子構成部品は、アナログ式又はデジタル式のマイクロミラーアレイで
あることが好ましい。
（形態１５）更にホルダが含まれており、前記ホルダは、少なくとも前記結合要素により
前記ハウジングシェルと結合可能であることが好ましい。
（形態１６）前記ハウジングシェルは、間隔ブラケットが前記ホルダの穴部を介して露出
するように前記ホルダと結合されていることが好ましい。
（形態１７）前記電子構成部品は、対応の少なくとも１つの調節開口部を有し、前記ホル
ダは、前記電子構成部品の前記調節開口部との配向のために少なくとも１つの調節ピンを
有することが好ましい。
（形態１８）前記ホルダは、ホルダ開口部を含み、前記ホルダ開口部を通って前記電子構
成部品の前記光学作用面に対するアクセスが可能であることが好ましい。
【００１５】
　光学作用面又は熱作用面に対するアクセス（Zugang）とは、それぞれの作用面が、ハウ
ジングシェルにおける開口部ないし回路基板における開口部を通って到達可能（作用面に
届くこと）であるか、又は電子構成部品の作用面が、作用面の作用を可能とするために前
記開口部を通って突出可能であることを意味している。光学作用面は、その作用を、入射
して電子構成部品による制御に応じて再び反射される光の反射により発生させる。前記開
口部により、入射して反射される光の経路が妨害されないことが保証されている。熱作用
面は、その作用を、電子構成部品内で発生する熱の排出により発生させる。この作用をよ
り良くするために、追加的に冷却体を熱作用面上に装着することも可能である。熱は、一
方では、電子構成部品の電子装置の損失出力により、また光学作用面上へ入射されて反射
されなかった光、即ち吸収された光によっても、もたらされる。
【００１６】
　本発明による解決策により、以下の構成部品ハウジングが創作され、即ち該構成部品ハ
ウジングは、車両用投光器内の組み立ての厳しい環境において簡単な取り付けを可能とし
、並びに稼働時には、機械的な負荷を、敏感な電子コンポーネント及び回路支持体から遠
ざけ、同時に車両用投光器のための電子構成部品の光学機能の適切なインタフェースを提
供する。特にハウジングの取り付け中、力が電子構成部品へ作用することはない。また本
発明による装置（配設構成）は、個々のコンポーネントの容易な組み立てを可能とし、製
品寿命サイクル中の整備目的に関して良好なアクセス性をもたらす。結像光学系も取り付
けられているホルダ（保持器）だけが、電子構成部品を正確に結像光学系の焦点に保持す
るために、電子構成部品に対して堅固な結合部を有する。本発明の構成部品ハウジングは
、組み立て時においても稼働時においても機械的な負荷力を逃がすことのできる頑丈なユ
ニットをもたらす。
【００１７】
　上記の構成部品開口部を通して電子構成部品の光学作用面に対するアクセスが可能とさ
れ、即ち構成部品におけるミラーの行列（マトリクス）が、照射装置の更なるコンポーネ
ントに対して見えるところにあり、光源から入射する光は、支障なく光学作用面を介して
反射可能である。
【００１８】
　有利な更なる一形態において、第１回路基板は、冷却体開口部を含むことが可能であり
、該冷却体開口部を通って電子構成部品の熱作用面に対するアクセスが可能であり、電子
構成部品の改善された冷却が達成される。構成部品ハウジングが冷却体を含み、該冷却体
が、電子構成部品の熱作用面上に配設されていると、特に好ましい。
【００１９】
　それに対応し、上記の冷却体開口部についても、そこに冷却体を装着するために、冷却
体開口部が電子構成部品の熱作用面に対するアクセスを可能とすることが当てはまる。従
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って回路基板は、冷却体を差し込むことのできる開口部を含むことが可能である。
【００２０】
　載置ポイントが、第１回路基板上か、又は冷却体の使用時には冷却体を回路基板と位置
固定するために、冷却体状上に位置すると、有利である。
【００２１】
　有利な一実施形態では、少なくとも第１間隔保持器（第１スペーサ）が弾性的に構成さ
れており、好ましくは、実質的に中空円筒形の形状部、並びに１つの軸線を有することを
提案することができ、この際、結合要素は、好ましくは、該中空円筒形の形状部を通って
延在し、好ましくは、結合要素の軸線は、第１間隔保持器の軸線と一致する。
【００２２】
　第１間隔保持器が弾性的（ないし可撓性）に構成されていると、回路基板ないし冷却体
への機械的な負荷に関し、課題提起に鑑みて特に適切な固定が達成される。特に使用され
るコンポーネントの寸法許容誤差は、例えば、組み立て時の曲げ応力のような機械的な負
荷を生じさせることがある。しかし弾性的に構成された要素は、構成部品ハウジングとコ
ンポーネントの組み立て時に均等な押圧力をもたらし、ないしそれらの歪み応力の少ない
固定をもたらしてくれる。
【００２３】
　本発明の更なる一実施形態では、第１回路基板とハウジングカバーの間に、少なくとも
１つの第２回路基板、並びに少なくとも１つのアダプタが配設されていることが可能であ
り、この際、アダプタは、好ましくは、可撓性の（フレキシブルな）回路基板を含み、前
記回路基板（第１回路基板と第２回路基板）を接続する。それにより複雑な電子回路を第
１回路基板と第２回路基板上に格納することが可能である。多くの電子構成部品は、制御
ないしセンサ評価のために広範な複数の電子回路を要求し、このことは、多くの場合、回
路基板の対応のサイズを必然的に伴うことになる。それにもかかわらず構成サイズをコン
パクトに保つために「ピギーバック方式」で２つ以上の回路基板を上下に配設することが
可能である。
【００２４】
　第２回路基板が電気的にも機械的にも第１回路基板と接続されており、第２回路基板が
開口部を含み、該開口部を通って第１間隔保持器が突出可能であると、好ましい。両方の
回路基板の機械的な結合は、弾性的な第１間隔保持器により可能とされる両方の回路基板
の同時の可動性を意味する。
【００２５】
　電子構成部品のより簡単な取り付けを達成するために、第１回路基板と電子構成部品の
間に取付ソケット（取付台部）が配設されていると、更に好ましいと言え、それにより電
子構成部品の電気接触部は、例えば第１回路基板上の接触接続面と接続される。このこと
は、電子構成部品を車両用投光器の光学システムの更なるコンポーネントと共に調節可能
に保持することができるため、特に好ましい。他の光学的なシステム部分に対する調節は
、例えば、電子構成部品を正確に結像光学系の焦点に位置決めすることができるため、有
利である。
【００２６】
　含まれるコンポーネントと共に構成部材ハウジングのコンパクト性、並びに機械的な安
定性、しかし特に単純性を支援する、本発明の追加的な一実施形態では、少なくとも１つ
の第２間隔保持器（第２スペーサ）がハウジングカバーと第１間隔保持器の間に挿入され
ていることが可能である。第２間隔保持器は、好ましくは、ハウジングカバーと共に共通
の構成部品を構成し、好ましくは、実質的に中空円筒形の形状部、並びに１つの軸線を有
することが可能であり、この際、結合要素は、好ましくは、該中空円筒形の形状部を通っ
て延在し、好ましくは、結合要素の軸線は、第２間隔保持器の軸線と一致する。
【００２７】
　第２回路基板が開口部を含み、これらの開口部を通って第２間隔保持器が突出可能であ
ると、好ましい。
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【００２８】
　更に構成部品ハウジングのコンパクト性と安定性のために、少なくとも１つの第３間隔
保持器（第３スペーサ）がハウジングシェルと第１回路基板の間に配設されていると、追
加的に有利である。第３間隔保持器は、好ましくは、ハウジングシェルと共に共通の構成
部品を構成し、好ましくは、実質的に中空円筒形の形状部、並びに１つの軸線を有するこ
とが可能であり、この際、結合要素は、好ましくは、該中空円筒形の形状部を通って延在
し、好ましくは、結合要素の軸線は、第３間隔保持器の軸線と一致する。
【００２９】
　それに加え、第３間隔保持器は、第１回路基板がハウジングシェルから所定の間隔をお
いて保持されることをもたらす。このことは、特に構成部品ハウジングの組み立て前には
重要であり、それは、組み立てられた状態、即ちホルダが構成部品ハウジングと結合され
ている場合、ホルダは、電子構成部品を構成部品ハウジング内へ押し込んでおり、この際
、第１間隔保持器の弾性力がこの配設状態を緊張により保持するためである。ホルダに構
成部品ハウジングを取り付ける前には、第３間隔保持器を用いずに第１回路基板をハウジ
ングシェルへ押し付けることが可能であろうが、第１回路基板上にある回路には電気的な
短絡が生じてしまうことがあるだろう。第３間隔保持器は、第１回路基板とハウジングシ
ェルの間に所定の絶縁間隔が構成されていることにより、ハウジングシェルによるこの種
の短絡を防止する。短絡に対するこの保護は、構成部品ハウジングの組み立て後の検査目
的のためだけに重要であり、構成部品ハウジングの組み立てられた状態において更なる機
能はもたない。この種の検査目的が意図されていないのであれば、第３間隔保持器を省略
することもできる。
【００３０】
　構成部品ハウジングのコンパクト性と安定性は、少なくとも１つの第４間隔保持器（第
４スペーサ）が冷却体と第１回路基板の間に配設されていることにより、更に改善するこ
とができる。第４間隔保持器は、好ましくは、弾性的に構成されており、好ましくは、実
質的に中空円筒形の形状部、並びに１つの軸線を有することが可能であり、この際、結合
要素は、好ましくは、該中空円筒形の形状部を通って延在し、好ましくは、結合要素の軸
線は、第４間隔保持器の軸線と一致する。
【００３１】
　構成部品ハウジングのコンパクト性と安定性のために、しかし特に単純性のために、追
加的に、少なくとも１つの第５間隔保持器（第５スペーサ）が第２間隔保持器とハウジン
グシェルの間に配設されていると、特に好ましい。第１間隔保持器は、好ましくは、第５
間隔保持器の外面部（外周面部）上に配設されていることが可能であり、第５間隔保持器
は、好ましくは、ハウジングカバーと共に共通の構成部品を構成し、好ましくは、実質的
に中空円筒形の形状部、並びに１つの軸線を有することが可能であり、この際、結合要素
は、好ましくは、該中空円筒形の形状部を通って延在し、好ましくは、結合要素の軸線は
、第５間隔保持器の軸線と一致する。
【００３２】
　第２回路基板が開口部を含み、該開口部を通して第５間隔保持器が突出可能であると、
好ましい。構成部品ハウジングのコンパクト性と安定性、しかし特に単純性は、少なくと
も１つの第６間隔保持器（第６スペーサ）がハウジングカバーと第２回路基板の間に配設
されていると、追加的に支援され得る。第６間隔保持器は、好ましくは、ハウジングカバ
ーと共に共通の構成部品を構成し、好ましくは、実質的に中空円筒形の形状部、並びに１
つの軸線を有することが可能であり、この際、結合要素は、好ましくは、該中空円筒形の
形状部を通って延在し、好ましくは、結合要素の軸線は、第６間隔保持器の軸線と一致す
る。第６間隔保持器は、構成部品ハウジングが導電材料から構成されている場合には、回
路基板を、例えば構成部品ハウジングに対する直接的な接触に基づく短絡から保護する。
【００３３】
　ハウジングカバー又はハウジングシェルと共に共通の構成部品を構成する上記の全ての
間隔保持器は、好ましくは、ハウジングカバー又はハウジングシェル自体と同じ材料から
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構成されていることが可能である。ハウジングカバー又はハウジングシェルの製造に導電
材料が使用される場合には、これらの間隔保持器と機械的な接触状態にある回路基板上の
箇所について、回路基板上の電子回路の適切な導線案内によりこの状況に対処すること、
ないし電気絶縁部が設けられることを考慮すべきである。
【００３４】
　本発明の追加的な一実施形態において、構成部品ハウジングは、少なくとも１つの結合
要素が、ネジ、差込接続部、又は接着接続部であると、特に簡単に組み立て可能であり、
この際、結合要素は、好ましくは、実質的に円柱形ないし円筒形である。
【００３５】
　また結合要素は、要求に応じて固定式であるか又は取り外し可能としてよく、このこと
は、構成部品コスト、組立コスト、又は整備コストに関して対応の利点を伴う。取り外し
可能な結合部については、結合要素がネジであると、好ましい。また固定式の特に有利な
結合部については、結合要素が差込結合部であると、好ましい。特に安定性に関して追加
的な利点を有する接着式の結合部の他、同様に低コストのリベット結合も可能である。個
々のコンポーネントの簡単な構成のためには、少なくとも１つの結合要素が実質的に円柱
形ないし円筒形であると、有益である。例としては、先端部がとがって構成されている場
合も含め、ネジである。また全体的に或いはまた部分的にだけ結合要素の全表面に沿って
構成されているネジ溝や案内溝などを結合要素に設けることも可能である。結合要素に沿
った直径のバリエーションは、特に容易な組み立てを支援するために有利であり得て、そ
れは、なかでも間隔保持器の表面部が、組み立てられた状態で機械的な結合保持に寄与す
るためである。複数の結合要素を使用する場合には、個々の結合要素の異なる形状も可能
である。同様に、幾つかの結合要素が全ての間隔保持器を通過するように案内されている
が、他の結合要素が全ての間隔保持器を通過するようには案内されていないことも可能で
ある。それにより組み立てに関して極めて異なるバリエーションが得られ、このことは、
構成部品ハウジング内のコンポーネントの複雑さと数に応じ、特に好ましくコンパクトな
全配設構成をもたらす。３つの結合要素ないし間隔保持器が構成部品ハウジング内で１つ
又は複数の回路基板を位置固定すると、特に好ましい配設構成を得ることができ、それは
、それにより構成部品ハウジング内で回路基板の機械的に力のかからない固定が達成され
るためであり、このことは、回路基板上のコンポーネントの寿命と回路基板自体にポジテ
ィブに作用する。機械的に特に安定した配設構成のためには、３つよりも多くの結合要素
ないし間隔保持器を使用することが可能であり、このことは、例えば回路基板又は冷却体
上に使用されたコンポーネントが大きな質量を有する場合に、特に好ましい。この場合、
回路基板における機械的な応力を減少させるために、弾性的に構成された間隔保持器が適
切な箇所に使用されると、好ましい。適切な箇所とは、例えば、大きな質量体が固定され
ているポジション又はそれらの近傍である。３つよりも多くの結合要素ないし間隔保持器
を使用する場合には、例えば、回路基板、冷却体固定部、又は間隔保持器における構成部
品許容誤差が、例えば非平坦な不利な取り付けによる機械的な応力のリスクをできる限り
小さく保つために、特に正確であると、好ましい。特に電子構成部品が使用され、該電子
構成部品が、実質的に矩形の光学作用面を有しており、例えば光源のような他の光学シス
テム部分に対し、例えば水平軸線及び垂直軸線に沿って又は水平軸線及び垂直軸線と平行
に極めて正確な配向を要求する場合、少なくとも４つの結合要素ないし間隔保持器が使用
されると、特に好ましい。４つの結合要素ないし間隔保持器を用いた位置固定により、こ
の際、それらのうちそれぞれ２つは、水平軸線及び垂直軸線に沿って又は水平軸線及び垂
直軸線と平行に配設されているが、所定の回路基板上又は取付フレーム内の電子構成部品
が、とりわけ電子構成部品のＣＬＧＡハウジングの例えば振動或いはまた望まれない熱膨
張に対して最適の状態で保護されていることが保証されており、このことは、当該装置の
光学機能にとって本質的なことである。
【００３６】
　構成部品ハウジングと構成部品ハウジング内に含まれるコンポーネントの簡単で迅速な
組み立てのために、結合要素が同時に複数のコンポーネントを機械的に互いに結合すると
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有利である。そのような組み合わされた組み立てにより、コスト上の利点、並びにより小
さくよりコンパクトな構成サイズ、又は例えば特に効果的な冷却装置が得られる。
【００３７】
　追加的な更なる一構成は、構成部品ハウジングの冷却機能に関し、この際、効率的な冷
却装置が必要不可欠な場合、入口部と出口部を有する冷却ダクトへ冷却体が挿入されてお
り、冷却媒体により通流可能であり、またハウジングシェルが、好ましくは入口開口部と
出口開口部を有し、この際、入口開口部には、冷却ダクトの入口部が配設され、出口開口
部には、冷却ダクトの出口部が配設されていると、有利である。
【００３８】
　それにより外部の冷却装置が特に簡単に構成部品ハウジングと接続可能であることが達
成される。必要な冷却出力に応じ、例えば、冷却媒体として空気又は水を用いることがで
き、空気又は水は、ファン又はポンプを用いて冷却ダクトを通して移動される。冷却装置
の密閉性を得るために、冷却装置は、多くの場合、通常の金属製の鋳造部品として製造さ
れている。冷却入口部及び冷却出口部は、冷却システムの更なるコンポーネントへの簡単
な接続を可能にするために、それぞれフランジを含むことが可能である。使用される冷却
媒体に応じ、追加的にフランジ領域におけるシール部材の使用は、有益である。
【００３９】
　ホルダ（保持器）へ構成部品ハウジングを取り付ける際に第１回路基板の運動を可能に
するために、前記入口開口部と前記出口開口部がハウジングシェル内で弾性的に運動可能
に埋設されていると、有利であり得る。最も簡単な場合、これは、シール部材により実現
可能である。
【００４０】
　追加的に本発明の更なる一実施形態は、ハウジングシェルの外面部上の取付領域に少な
くとも１つの間隔ブラケット（間隔張出受 Abstandsbuegel）が設けられており、該間隔
ブラケットが、構成部材開口部内へ取り付けられた電子構成部品の光学作用面に対するア
クセスを可能とすることにより、構成部品ハウジングの組み立てが特に簡単に実行可能で
あることに寄与する。該間隔ブラケットにより、電子構成部品が組み立て中に取付ソケッ
トから外れてしまうことが防止される。このことは有利であり、それは、電子構成部品は
、取付ソケットにおいて機械的に特に負荷可能な機械的な結合部をもたず、電子構成部品
は、特に個別部品の組み立て時には取付ソケットから容易に脱落する可能性があるためで
ある。間隔ブラケットにより構成部品ハウジングと構成部品ハウジング内に含まれるコン
ポーネントの組み立て中の取り扱い性が明らかに改善される。このことは、重要になり得
て、それは、この種の構成部品ハウジングは、通常、車両部品供給業者により製造され、
組み立てられ、車両システムへの最終的な取り付けと接続は、車両製造業者により行われ
、好ましい取り扱い性が組み立てを全体的に改善するためである。
【００４１】
　組み立てられたがまだホルダに取り付けられていない構成部品ハウジング内で第１回路
基板がハウジングシェルから所定の間隔をおいて保持される場合、間隔ブラケットは、補
足的に第３間隔保持器の上述の機能を担うことができる。この際、第３間隔保持器は、省
略することができる。電子構成部品が間隔ブラケット上に載置されている場合、第１回路
基板は電子構成部品と固定結合されているので、間隔ブラケットは、構成部品ハウジング
の組み立てにおいて電子構成部品を構成部品ハウジング内へ押し込み、従って第１回路基
板を構成部品ハウジング内へ押し込むことができる。この際、第１回路基板は、ハウジン
グシェルから押し離され、所定の間隔をおいて保持され、この際、第１間隔保持器の弾性
力がこの配設状態を緊張により保持する。この配設構成により、ホルダへの構成部品ハウ
ジングの取り付け時における電子構成部品への機械的な負荷力の作用を強く減少させるこ
とが可能であり、それは、これらの機械的な負荷力は、弾性的な第１間隔保持器により吸
収されるためである。
【００４２】
　ホルダに構成部品ハウジングを取り付ける前には、第１回路基板をハウジングシェル上
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へ押し付けることが可能であるが、このことは、第１回路基板上にある回路の電気的な短
絡をもたらす可能性がある。既述したように、ハウジングシェルと第１回路基板の間に所
定の絶縁間隔が構成されていることにより、第３間隔保持器がハウジングシェルによるそ
のような短絡を防止する。短絡に対するこの保護は、多くの場合、検査目的のためだけに
重要であり、構成部品ハウジングの組み立てられた状態において更なる機能はもたない。
この種の検査目的が意図されていないのであれば、第３間隔保持器を省略することもでき
る。
【００４３】
　短絡に対する保護について、代替的に、間隔ブラケットによるハウジングシェルと第１
回路基板の間の所定の絶縁間隔を、ハウジングシェルの外面部に対する間隔ブラケットの
間隔が、組み立てられているが取り付けられていない状態における第１回路基板とハウジ
ングシェルの内面部との間の構成部材ハウジング内の間隔をも決定するように構成されて
いることが可能である。従って間隔ブラケットの寸法の適切な選択により、この場合には
省略することのできる第３間隔保持器と同じ効果を達成することができる。
【００４４】
　電子構成部品としてアナログ式又はデジタル式のマイクロミラーアレイを使用すること
により、車両用投光器の光学機能の特に有利な構成が得られる。
【００４５】
　本発明の有利な一実施形態において、車両用投光器との構成部材ハウジングの簡単な組
み立ては、車両用投光器が車両用投光器のハウジングシステムを含むことにより支援され
る。全ハウジングシステムは、構成部品ハウジング並びに構成部品ハウジングためのホル
ダを含んでいる。
【００４６】
　車両用投光器内の取り付けは、本発明の更なる一実施形態において、ホルダが少なくと
も結合要素によりハウジングシェルと結合されて固定されていることにより容易化される
。この際、構成部品ハウジングを位置固定するための更なる構成部品は必要ない。従って
機械的な観点でも経済的な観点でも好ましい結合方式が得られている。ハウジングシェル
は、間隔ブラケットがホルダの穴部を介して露出するようにホルダと結合されている。
【００４７】
　ホルダは、電子構成部品との配向（位置合わせ）のために少なくとも１つの調節ピンを
有することが可能である。電子構成部品は、それに対応する少なくとも１つの調節開口部
を有することが可能である。このことは、車両用投光器ないしハウジングシステムの光学
コンポーネントと、構成部品ハウジングの光学コンポーネントとの簡単な調節に寄与する
。このことは、特に、電子構成部品は、ホルダ内に配設された結像レンズの焦点にできる
だけ正確に位置すべきであるので、有利である。そのためには、ホルダがホルダ開口部を
含み、該ホルダ開口部を通って電子構成部品の光学作用面に対するアクセスが可能である
と、特に有利である。
【００４８】
　適切な数の結合要素、間隔保持器、開口部が当該装置の機械的安定性を支援することは
明らかである。しかし要求に応じ、全ての結合要素が、全ての間隔保持器、又はそれぞれ
のコンポーネントにおける全ての開口部を通って延在すること、或いはまた追加的な結合
要素が安定性の理由から要求されることは、常に必要なわけではない。つまり重い冷却体
が使用される場合には、冷却体は、追加的な結合要素を用いて例えばハウジングシェル上
に固定されているか、又は他方では、多くの間隔保持器をコストと重さの理由から省略す
ることも、目的に適い得る。
【００４９】
　以下、添付の図面に具体的に図示された、限定ではない複数の実施例に基づき、本発明
並びにその利点について詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
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【図１】ＤＬＰチップの形式の本発明の一実施例による電子構成部品のチップ上面部を示
す図である。
【図２】前記電子構成部品のチップ下面部を示す図である。
【図３】本発明による構成部品ハウジングの一実施例の前面部の斜視図を示す図である。
【図４】前記構成部品ハウジングの背面部の斜視図を示す図である。
【図５】前記構成部品ハウジングとその複数のコンポーネントの分解図を示す図である。
【図６】本発明による２つの回路基板の斜視図を示す図である。
【図７】取り付けられた回路基板と、弾性的に構成された間隔保持器とを有するハウジン
グシェルの背面部の斜視図を示す図である。
【図８】ホルダとの組み立て前の構成部品ハウジングの分解図を示す図である。
【図９】ホルダと結合された構成部品ハウジングの斜視図を示す図である。
【図１０】冷却機能を有する一実施例の本発明による構成部品ハウジングの斜視図を示す
図である。
【図１１】図１０の構成部品ハウジングを後方から見た図である。
【図１２】図１０の構成部品ハウジングとその複数のコンポーネントの分解図を示す図で
ある。
【図１３】図１０の２つの回路基板の斜視図を示す図である。
【図１４】取り付けられた回路基板と、弾性的に構成された間隔保持器と、冷却体とを有
する、図１０のハウジングシェルを後方から見た斜視図を示す図である。
【図１５】ホルダと結合された、図３と図１０の両方の実施形態のための構成部品ハウジ
ングを後方から見た図であり、ここでは、切断面Ａ-Ａ、Ｂ-Ｂ、Ｃ-Ｃの位置も示されて
いる。
【図１６】図１５の切断面Ａ-Ａにおける、図３の構成部品ハウジングの側面図を示す図
である。
【図１７】図１５の切断面Ｂ-Ｂにおける、一ハウジングシステム内の図３の構成部品ハ
ウジングの側面図を示す図である。
【図１８】図１５の切断面Ａ-Ａにおける、図１０の冷却機能を有する実施形態の構成部
品ハウジングの側面図を示す図である。
【図１９】図１５の切断面Ｂ-Ｂにおける、一ハウジングシステム内の図１０の構成部品
ハウジングの側面図を示す図である。
【図２０】図１５の切断面Ｃ-Ｃにおける、一ハウジングシステム内の図１０の構成部品
ハウジングの側面図を示す図である。
【図２１】図１５の切断面Ｂ-Ｂにおける、図３の構成部品ハウジングの側面図を示す図
である。
【図２２】図１５の切断面Ｂ-Ｂにおける、一ハウジングシステム内の図３の構成部品ハ
ウジングの側面図を示す図である。
【図２３】一車両用投光器の模式図を示す図である。
【図２４】複数のマイクロミラーの拡大図を伴うチップ上面部を示す図である。
【実施例】
【００５１】
　図１から図２３に関連し、本発明の複数の実施例を詳細に説明する。特に投光器（ない
し前照灯）内の本発明にとって重要な部分が図示されており、この際、投光器は、特に乗
用車やオートバイも含め自動車における有効な使用を可能とする更に多数の他の非図示の
部分も含んでいることは明らかである。それらの図面には、同じコンポーネントが何度も
図示されているが、それぞれのコンポーネントには、共通する代表的な符号が記入されて
いる。
【００５２】
　それらの図面では、本発明による車両用投光器３００の構成部品ハウジング１１０、２
１０の複数のコンポーネントが、外観として、異なる目視点から、ないし断面として図示
されている。
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【００５３】
　図１及び図２は、アナログ式又はデジタル式のマイクロミラーアレイ（ＤＬＰチップ）
の形式の本発明による電子構成部品１を示している。図１では、電子構成部品１の前面部
を見ることができる。この際、電子構成部品１は、光学作用面１１（マイクロミラーアレ
イ）並びに調節開口部１４を有する。図２には、電子構成部品１の前面部とは反対側の背
面部が示されており、該背面部は、熱作用面１２、並びに環状に配設された電気接触部（
電気コンタクト）１３を有している。
【００５４】
　図３から図９では、構成部品ハウジング１１０の第１実施例をその内部構造と共に見る
ことができる。図１０から図１４は、構成部品ハウジング２１０の更なる一実施例（第２
実施例）をその内部構造と共に図示しており、そこでは、外部に配設された冷却ユニット
へ接続するための冷却装置が設けられている。第２実施例における符号は「２ｘｘ」で示
されており、特記しない限り、「１ｘｘ」で示されている第１実施例の符号に対応する。
便宜上、以下の説明では、第１実施例の符号に加え、括弧を用いて第２実施例の符号も記
載される。
【００５５】
　図３（図１０）に関し、構成部品ハウジング１１０（２１０）は、電子構成部品１のた
めの取付ポジションを有するハウジングシェル（枠部材）１２０（２２０）を含んでいる
。更に取付ポジションの領域には、構成部品開口部１２１（２２１）が設けられており、
該構成部品開口部内に電子構成部品１が配設されている。構成部品開口部１２１（２２１
）を通って電子構成部品１の光学作用面１１に対するアクセスが可能である。ハウジング
シェル１２０（２２０）は、ハウジングカバー１５０（２５０）を用いて閉鎖可能である
。結合要素１７０（２７０）は、ハウジングカバー１５０（２５０）とハウジングシェル
１２０（２２０）の間の結合を確立するために用いられる（図８参照）。結合要素１７０
（２７０）は、それぞれ、所定のライン１００（２００）に沿って又は所定のライン１０
０（２００）と平行に配設されている軸線（図５（図１２））に沿って差し込まれる。そ
れに加え、ハウジングシェル１２０（２２０）には、２つの間隔ブラケット１２２（２２
２）が配設されている。
【００５６】
　図４（図１１）は、閉じた構成部品ハウジング１１０（２１０）、即ちハウジングシェ
ル１２０（２２０）とハウジングカバー１５０（２５０）を後方からの斜視図として示し
ている。この際、ハウジングカバー１５０（２５０）をハウジングシェル１２０（２２０
）と固定結合するために、結合要素１７０（２７０）を通過させるための開口部（複数）
が設けられている（図８参照）。
【００５７】
　図５（図１２）の分解図は、構成部品ハウジング１１０の内部構造の詳細図を示してい
る。構成部品ハウジング１１０（２１０）は、上述のコンポーネントに追加し、第１回路
基板１３０（２３０）を含み、第１回路基板１３０（２３０）は、電子構成部品１の電気
接触部１３を介し、また好ましくは取付ソケット１５を介して電子構成部品１と接続され
ている。複数の載置ポイント１６１（図７参照）が第１回路基板１３０（２３０）上に設
けられている。少なくとも第１間隔保持器１６０（２６０）が、載置ポイント１６１とハ
ウジングカバー１５０（２５０）の間に配設されている。
【００５８】
　これらの第１間隔保持器１６０（２６０）は、弾性的に構成されており。それぞれ中空
円筒形の形状部を有する。結合要素１７０（２７０）は、それぞれ該中空円筒形の形状部
を通って延在し、この際、それぞれ結合要素１７０（２７０）の軸線は、第１間隔保持器
１６０（２６０）の軸線と一致する。
【００５９】
　第１回路基板１３０（２３０）とハウジングカバー１５０（２５０）の間には、第２回
路基板１３２（２３２）並びにアダプタ１３３（２３３）が配設されており、アダプタ１
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３３（２３３）は、可撓性の（フレキシブルな）回路基板を含むことが可能であり、第１
回路基板１３０（２３０）と第２回路基板１３２（２３２）を接続する。
【００６０】
　第１回路基板１３０（２３０）と電子構成部品１の間には、取付ソケット（取付台部）
１５が配設されており、それにより電子構成部品１の電気接触部１３が第１回路基板１３
０（２３０）と接続されている。
【００６１】
　ハウジングカバー１５０（２５０）と第１間隔保持器１６０（２６０）の間には、第２
間隔保持器１５１（２５１）が挿入されており、ハウジングカバー１５０（２５０）と共
に共通の構成部品を構成し、第２間隔保持器１５１（２５１）は、それぞれ中空円筒形の
形状部を有する。結合要素１７０（２７０）は、それぞれ該中空円筒形の形状部を通って
延在し、この際、結合要素１７０（２７０）の軸線は、第２間隔保持器１５１（２５１）
の軸線と一致する。
【００６２】
　第４間隔保持器２２５（図２０）は、第２実施例にだけ配設されており、それについて
は、後続段落で更に説明する。
【００６３】
　第２間隔保持器１５１（２５１）とハウジングシェル１２０（２２０）の間には、第５
間隔保持器１５２（２５２）が配設されている。第１間隔保持器１６０（２６０）は、第
５間隔保持器１５２（２５２）の外面部（外周面部）上に配設されている。第５間隔保持
器１５２（２５２）は、ハウジングカバー１５０（２５０）と共に共通の構成部品を構成
し、それぞれ中空円筒形の形状部を有する。結合要素１７０（２７０）は、それぞれ該中
空円筒形の形状部を通って延在し、この際、結合要素１７０（２７０）の軸線は、第５間
隔保持器１５１（２５１）の軸線と一致する。
【００６４】
　ハウジングカバー１５０（２５０）と第２回路基板１３２（２３２）の間には、第６間
隔保持器（２５３）（図１８、図１９）が配設されており、ハウジングカバー１５０（２
５０）と共に共通の構成部品を構成し、それぞれ中空円筒形の形状部を有する。結合要素
１７０（２７０）は、それぞれ該中空円筒形の形状部を通って延在し、この際、結合要素
１７０（２７０）の軸線は、第６間隔保持器（２５３）の軸線と一致する。
【００６５】
　図６は、第１回路基板１３０（２３０）及び第２回路基板１３２（２３２）と、それら
の間に配設された第１間隔保持器１６０（２６０）及び第２間隔保持器１５１（２５１）
とを斜視図として示している。第１間隔保持器１６０（２６０）は、第５間隔保持器１５
２（２５２）の外面部（外周面部）上に配設されており、この際、第５間隔保持器１５２
（２５２）は、第１間隔保持器１６０（２６０）よりも大きな長さを有し、第１回路基板
１３０（２３０）を通過している。
【００６６】
　図７は、ハウジングシェル１２０と、挿入された第１回路基板１３０と、第１間隔保持
器１６０とを後方から見た図として示している。第１回路基板１３０における冷却体開口
部１３１を見ることができ、冷却体開口部１３１を通って電子構成部品１の熱作用面１２
に対するアクセスが可能であり、ここでは、冷却体開口部１３１は、冷却体が取り付けら
れていないので、電子構成部品１からのより良い熱放射の目的のためだけに用いられる。
【００６７】
　図８は、ホルダ（支持器）２上に取り付けるための閉じた構成部品ハウジング１１０（
２１０）を前方からの斜視図として示している。電子構成部品１の光学作用面１１に対す
るアクセスのためのホルダ開口部２１、並びに電子構成部品１の調節開口部１４（図１）
との位置合わせのための調節ピン２２を見ることができる。図９は、図８の状態から組み
立てられた配設状態を示しており、この際、結合要素１７０（２７０）は、ハウジングカ
バー１５０（２５０）をハウジングシェル１２０（２２０）と固定結合し、それに加え、
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ホルダ２をハウジングシェル１２０（２２０）と固定結合する。
【００６８】
　この例で述べられた配設構成は、それにより個々のコンポーネントが互いに固定され、
所定のポジションに保持されると共に、課題に従い、機械的な負荷力が適切に減衰される
ので、好ましい。
【００６９】
　ホルダ２には、電子構成部品１が後続の結像光学系（ここでは非図示）の焦点に取り付
けられている。そのためにホルダ２は、ホルダ開口部２１を有し、ホルダ開口部２１を通
って電子構成部品１の光学作用面１１に対するアクセスが可能である。
【００７０】
　ハウジングシェル１２０（２２０）の外面部は、取付領域において間隔ブラケット（間
隔張出受ないし断面Ｌ字形のブラケット、Abstands buegel）１２２（２２２）を有し（
図３（図１０）参照）、この際、構成部品開口部１２１（２２１）内へ取り付けられた電
子構成部品１の光学作用面１１、即ち「窓領域（Sichtbereich）」が損傷されることはな
い。ハウジングシェル１２０（２２０）は、ホルダ２と固定されており、この際、間隔ブ
ラケット１２２（２２２）は、ホルダ２における穴部（切欠部）２３を通って露出してい
る。
【００７１】
　ホルダ２は、電子構成部品１との位置合わせのために調節ピン２２を有し、電子構成部
品１は、少なくとも対応の調節開口部１４を有する。
【００７２】
　この実施例において結合要素１７０（２７０）は、取り外し可能で再使用可能なネジで
ある。この結合形式は、構成部品ハウジングの整備を容易にする。代替的に差込可能な結
合要素、締付可能な結合要素、又は接着可能な結合要素も可能である。
【００７３】
　図１０から図１４は、構成部品ハウジング２１０の更なる一実施例（第２実施例）をそ
の内部構造と共に図示しており、ここでは、外部に配設された冷却ユニットへ接続するた
めの冷却装置が設けられている。これらの図面は、冷却体２４０を示しており、冷却体２
４０は、第１回路基板２３０と接続された図２の電子構成部品１の熱作用面１２上に配設
されている。第１回路基板２３０は、冷却体開口部２３１を含み、冷却体開口部２３１を
通して電子構成部品１の熱作用面１２に対するアクセスが可能である。それ以外の構成は
、図３から図９の実施例と同じである。
【００７４】
　冷却体２４０は、入口部２４２と出口部２４３を有する冷却ダクト２４１へ挿入されて
おり、冷却媒体が通流可能である。またハウジングシェル２２０は、入口開口部２２３と
出口開口部２２４を有し、この際、入口開口部２２３には、冷却ダクト２４１の入口部２
４２が配設され、出口開口部２２４には、冷却ダクト２４１の出口部２４３が配設されて
いる。
【００７５】
　構成部品ハウジング２１０における入口開口部２２３ないし出口開口部２２４は、外部
の冷却ユニット、好ましくはファン（ここでは非図示）と接続するために用いられる。冷
却媒体が液体の場合には、ポンプが使用されることになる。
【００７６】
　電子構成部品１の損失出力の放出に対応する冷却要求に応じ、様々な冷却手段を使用す
ることが可能であり、例えば、空気、好ましくは、周囲空気、或いは、液体、好ましくは
、水、又はオイルである。液体は、追加的に例えば凍結防止用添加剤を含むことが可能で
ある。
【００７７】
　図１０の実施例は、図３の実施例に対応するが、この際、追加的に冷却体が設けられて
いる。図１０では、構成部品ハウジング２１０において、冷却ダクト２４１の入口部２４
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２を見ることができる。図１１においても、構成部品ハウジング２１０において、冷却ダ
クト２４１の入口部２４２を見ることができる。
【００７８】
　図１２は、冷却機能を有する構成部品ハウジングの実施例において、ハウジングシェル
２２０の入口開口部２２３に配設される冷却ダクト２４１の入口部２４２を示している。
冷却体２４０には、複数の載置ポイント２６２（図１４）が定義されており、これらの載
置ポイント２６２に対し、弾性的に構成された第１間隔保持器２６０が載置される。
【００７９】
　図１３は、電子構成部品１を備えた第１回路基板２３０を示しており、第１回路基板２
３０は、弾性的に構成された中空円筒形の第１間隔保持器２６０を介し、結合要素２７０
（図１５）を用いて第２回路基板２３２と機械的に結合可能である。ハウジングシェル２
２０の出口開口部２２４に配設される冷却ダクト２４１の出口部２４３を見ることができ
る。
【００８０】
　図１４は、ハウジングシェル２２０と、挿入された第１回路基板２３０と、複数の第１
間隔保持器２６０とを有する構成部品ハウジング２１０の背面図を示している。第１回路
基板２３０には、冷却ダクト２４１と共に共通の構成部品を構成する冷却体２４０が取り
付けられており、この際、冷却ダクト２４１は、入口部２４２と出口部２４３を含んでい
る。入口部２４２は、ハウジングシェル２２０の入口開口部２２３を通り、出口部２４３
は、ハウジングシェル２２０の出口開口部２２４を通っている。冷却体２４０は、電子構
成部品１の熱作用面１２上に配設されている。載置ポイント２６２は、冷却体２４０上に
位置している。
【００８１】
　図１５は、第１実施例の構成部品ハウジング１１０並びに第２実施例の構成部品ハウジ
ング２１０を横切る切断面Ａ-Ａ、Ｂ-Ｂ、Ｃ-Ｃの位置を示している。切断面Ａ-Ａは、結
合要素１７０、２７０のところを通って延在している。切断面Ｂ-Ｂは、電子構成部品１
のところを通って延在し、切断面Ｃ-Ｃは、電子構成部品１から離れたところで構成部品
ハウジング１１０、２１０を通って延在している。
【００８２】
　図１６には、図１５の切断面Ａ-Ａに沿った構成部品ハウジング１１０の内部構造が具
体的に示されている。ここでは、特に第２間隔保持器１５１と第５間隔保持器１５２の延
在構成、並びに第５間隔保持器１５２の外面部（外周面部）上の第１間隔保持器１６０の
配設構成、及び載置ポイント１６１の位置を見ることができる。
【００８３】
　また調節ピン２２とこれに対応の調節開口部１４を見ることができ、並びに、結合要素
（ネジ）１７０、第１回路基板１３０、第２回路基板１３２、第１間隔保持器１６０、第
２間隔保持器１５１、第５間隔保持器１５２によるネジ結合を見ることができる。間隔保
持器、回路基板、冷却体、及びハウジングコンポーネントを通って結合要素１７０を案内
するために、それぞれ対応の開口部が設けられていることは、明らかである。
【００８４】
　図１７には、図１５の切断面Ｂ-Ｂに沿った構成部品ハウジング１１０の内部構造が具
体的に示されている。
【００８５】
　図１８には、図１５の切断面Ａ-Ａに沿った構成部品ハウジング２１０の内部構造が具
体的に示されており、この際、本例は、冷却体２４０を含み、冷却体２４０は、電子構成
部品１の熱作用面１２上に配設されており、例えばファンによる能動的な冷却のために外
部の冷却ユニット（非図示）に接続されている。
【００８６】
　図１９には、図１５の切断面Ｂ-Ｂに沿った構成部品ハウジング２１０の内部構造が具
体的に示されており、当該内部構造は、電子構成部品１と、冷却ダクト２４１を伴う冷却
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体２４０とを介したものであり、この際、第６間隔保持器２５３が図示されており、第６
間隔保持器２５３は、ハウジングカバー２５０と共に共通の構成部品を構成し、第２回路
基板２３２とハウジングカバー２５０の間に所定の間隔を構成するために用いられる。任
意選択的に第６間隔保持器２５３は、中空円筒形で構成することも可能であり、その際に
は、結合要素２７０が第６間隔保持器２５３を通って案内され、この際、第６間隔保持器
２５３の軸線は、それぞれ所定のライン２００（図１２）に沿っているか又は所定のライ
ン２００と平行に配置可能である。
【００８７】
　第６間隔保持器２５３は、ハウジングカバー２５０と第２回路基板２３２の間に配設さ
れており、ハウジングカバー２５０と共に共通の構成部品を構成し、それぞれ中空円筒形
の形状部を有することが可能である。この際、結合要素２７０は、それぞれ該中空円筒形
の形状部を通って延在し、結合要素２７０の軸線は、第６間隔保持器２５３の軸線と一致
する。
【００８８】
　図２０には、図１５の切断面Ｃ-Ｃに沿った構成部品ハウジング２１０の内部構造が具
体的に示されており、この際、冷却体２４０と第１回路基板２３０の間には、第４間隔保
持器２２５が配設されている。第４間隔保持器２２５は、それぞれ中空円筒形の形状部を
有する。結合要素２７０は、それぞれ該中空円筒形の形状部を通って延在し、この際、結
合要素２７０の軸線は、第４間隔保持器２２５の軸線と一致する。
【００８９】
　第４間隔保持器２２５が弾性的に構成されていると、冷却体２４０に対して例えば振動
のかたちで作用する機械的な負荷の作用を減少させることができる。
【００９０】
　図２１と図２２には、本発明による構成部品ハウジング１１０の組み立て時の機能が図
示されている。この機能は、前記の両方の実施例に対して同様に当てはまる。
【００９１】
　図２１には、組み立てられた構成部品ハウジング１１０（２１０）が示されている。弾
性的な第１間隔保持器１６０（２６０）は、第１回路基板１３０（２３０）をハウジング
シェル１２０（２２０）に対して押し付ける。電子構成部品１は、２つの間隔ブラケット
１２２（２２２）に（第１回路基板１３０（２３０）に対して直角の方向において）当接
している。
【００９２】
　構成部品ハウジング１１０（２１０）がホルダ２に取り付けられると、上述の図面並び
に図２２から見てとれるように、電子構成部品１は、ホルダ開口部２１の領域でホルダ２
により構成部品ハウジング１１０（２１０）内へ押し込められる。第１間隔保持器１６０
（２６０）は、圧縮され、第１回路基板１３０（２３０）は、ハウジングシェル１２０（
２２０）から所定の間隔をもって保持され、この際、第１間隔保持器１６０（２６０）の
材料の弾性力により、反力が加えられる。第２回路基板１３２（２３２）は、アダプタ１
３３（２３３）を介して電気的にも機械的にも第１回路基板１３０（２３０）と接続され
ており、第１回路基板１３０（２３０）と共に平行にスライドされる。
【００９３】
　電子構成部品１の調節開口部１４は、上述の図面から見てとれるように、ホルダ２の調
節ピン２２を受容し、間隔ブラケット１２２（２２２）は、ホルダ２の穴部２３を通過し
ている。この状態（図２２の状態）において電子構成部品１は、もはや間隔ブラケット１
２２（２２２）には当接していない。
【００９４】
　図２３は、車両用投光器３００を示しており、車両用投光器３００は、電子構成部品１
と、電子制御装置３０１と、光源３０２と、一次光学系３０３と、投射光学系３０４とを
含んでいる。図示された装置は、上述の図面に図示された本発明による構成部品ハウジン
グ１１０又は２１０と共に、投光器ハウジング（非図示）内に固定されている。
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【００９５】
　図２４は、電子構成部品１を拡大して示しており、電子構成部品１は、光学作用面１１
を有し、光学作用面１１は、多数のマイクロミラー３１１により構成されている。
【００９６】
　電子構成部品１は、光学作用面１１を有する。光源３０２は、一次光学系３０３と共に
、電子構成部品１へ指向された光線を発生させる。電子制御装置３０１は、電子構成部品
１内のマイクロミラー３１１が、車両用投光器３００により放射されるべき所望の配光に
対応して光線を少なくとも部分的に投射光学系３０４の方向へ反射し、それにより取り付
けられた状態で車両の前方に所望の配光に対応する光像が形成され得るように、電気信号
により電子構成部品１を駆動制御する。
【符号の説明】
【００９７】
　１　　　　電子構成部品
　１１　　　電子構成部品の光学作用面
　１２　　　電子構成部品の熱作用面
　１３　　　電子構成部品の電気接触部
　１４　　　電子構成部品の調節開口部
　１５　　　電子構成部品の取付ソケット

　２　　　　ホルダ（支持器）
　２１　　　ホルダの電子構成部品用のホルダ開口部
　２２　　　ホルダの調節ピン
　２３　　　ホルダの穴部

　３　　　　　　　　　ハウジングシステム
　１００、２００　　　取付軸線を通るライン
　１１０、２１０　　　構成部品ハウジング
　１２０、２２０　　　ハウジングシェル
　１２１、２２１　　　ハウジングシェルの構成部品開口部
　１２２、２２２　　　間隔ブラケット
　２２３　　　　　　　ハウジングシェルの入口開口部
　２２４　　　　　　　ハウジングシェルの出口開口部
　２２５　　　　　　　第４間隔保持器
　１３０、２３０　　　第１回路基板
　１３１、２３１　　　第１回路基板の冷却体開口部
　１３２、２３２　　　第２回路基板
　１３３、２３３　　　第１回路基板と第２回路基板の間のアダプタ
　２４０　　　　　　　冷却体
　２４１　　　　　　　冷却ダクト
　２４２　　　　　　　冷却ダクトの入口部
　２４３　　　　　　　冷却ダクトの出口部
　１５０、２５０　　　ハウジングカバー
　１５１、２５１　　　第２間隔保持器
　１５２、２５２　　　第５間隔保持器
　２５３　　　　　　　第６間隔保持器
　１６０、２６０　　　第１間隔保持器（弾性的、柔軟に変形可能）
　１６１　　　　　　　回路基板上の間隔保持器の載置ポイント
　２６２　　　　　　　冷却体上の間隔保持器の載置ポイント
　１７０、２７０　　　結合要素
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　３００　　　　　　　車両用投光器
　３０１　　　　　　　電子制御装置
　３０２　　　　　　　光源
　３０３　　　　　　　一次光学系
　３０４　　　　　　　投射光学系
　３１１　　　　　　　マイクロミラー
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